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【はじめに】近年の通信トラフィックの増大によ

りネットワークやデータセンタでの消費電力の削

減が課題となっている。そこで、我々は柔軟な適

用性、加工が容易、低コストなどの利点をもつポ

リマー材料を用いた光スイッチについて[1]、溝構

造の導入により低消費電力動作を示した[2]。本研

究では溝構造の最適化を行い、一層の消費電力低

減に向けて検討を行った。 

【素子概要】図 1 に作製した素子の構造を示す。

本素子は多モード干渉結合器を用いた２×２のマ

ッハツェンダー干渉計 (MZI) 型光スイッチであ

る。コア材料として SU-8を、クラッド材料として

PMGIを用いている。Ni/Au 薄膜ヒーターから発生

する熱によりポリマーの屈折率を変化させる熱光

学効果により光のスイッチングを行う。更なる低

消費電力動作のために、垂直な側壁が得られるド

ライエッチングを用いて空気の溝構造を作製し、

溝幅を 38%広げ 18μmとすることで熱の閉じ込め

を向上させた（図２）。スイッチが OFF 状態の場

合は Cross port から、ON 状態の場合には Straight 

portから導波光が出力される構造となっている。 

【測定結果】本素子のスイッチング特性の測定結

果を図 3 に示す。空気溝による断熱効果から

2.1mWという低消費電力で光のスイッチング動作

を実現した。これは空気溝を設けなかった場合[1]

と比較して 40％の省電力効果があったことを示し

ている。また、OFF 状態でクロストークは

-11.1dB(TE)、-13.7dB(TM)であり、ON 状態では

-11.6dB(TE)、-13.8dB(TM)であった。今後はヒータ

ー金属の種類を検討することで、低消費電力化を

目指したいと考えている。 
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図 1. 溝構造入り MZI型光スイッチ 

 

 

図 2. 作製素子 

 

 

図 3. スイッチング特性 
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図 2. スイッチング特性 
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